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関 西 大 学 独 逸 文 学 会 行 事 記 録
( 昭 和 4 7 年 4 月 ～ 4 8 年 3 月 ）
○ 昭 和 4 7 年 6 月 4 日 昭 和 4 7 年 度 総 会 な ら び に 第 3 6 回 研 究 発 表 会
総 会 議 事
a ) 会 長 挨 拶 中 村 恒 雄
b ) 編 集 報 告 丸 山 三 友
c ) 会 計 報 告 福 岡 四 郎
研 究 発 表
へ ル ダ ー リ ン の 悲 歌 , , B r o t u n d W e i n < @ の 解 釈 上 の
一 問 題 点 に つ い て 勝 田
レ オ ・ ヴ ァ イ ス ケ ル バ ー の 生 成 文 法 に 対 す る 批 判 平 川
出 席 者
泰 弘
信 弘
2 2 名
○ 昭 和 4 7 年 1 2 月 3 日 第 3 7 回 研 究 発 表 会
研 究 発 表
「 ト ニ オ ・ ク レ ー ガ ー 」 試 論 竹 田 賢 治
出 席 者 2 0 名
第 1 9 号 原 稿 募 集 に つ い て
慣 例 に よ っ て ， 次 号 は 明 4 9 年 3 月 に 定 年 退 職 さ れ る 福 本 喜 之 助 教 授 に 捧 げ る 記 念 号
と し ま す の で ， ふ る っ て 御 投 稿 下 さ い 。
枚 数 4 0 0 字 詰 4 0 枚 以 内 （ 独 文 の 場 合 は 6 , 0 0 0 語 以 内 ） 横 書 完 全 原 稿 の こ と 。
レ ジ ュ メ 独 文 5 0 0 語 程 度 （ 本 文 が 独 文 の 場 合 は レ ジ ュ メ 不 要 ）
申 込 締 切 日 昭 和 4 8 年 7 月 3 旧
原 稿 締 切 日 昭 和 4 8 年 1 0 月 3 1 日
申 込 な ら び に 原 稿 送 付 先 吹 田 市 千 里 山 東 3 - 1 0 - 1
関 西 大 学 文 学 部 独 文 合 同 研 究 室
編 集 後 記
昭 和 四 十 七 年 度 「 独 逸 文 学 」 第 十 八 号 が 漸 く 完 成 し ま し た ． 本 号 は ， 去 る 四 十 一 年
に 阪 大 教 養 部 を 退 官 後 本 学 に 就 任 さ れ た 中 村 恒 雄 教 授 が 昨 年 十 二 月 に 古 稀 を 迎 え ら れ ，
こ の 三 月 末 に 退 職 さ れ ま す の で ， 専 任 教 授 と し て の 七 年 間 は 勿 論 二 十 年 に も 及 ぶ 非
常 勤 講 師 と し て の ド イ ツ 語 担 当 の 御 労 苦 に も お 酬 い す る べ く ， 中 村 教 授 に 捧 げ る 退 職
記 念 号 と し ま し た ． 中 村 教 授 の 今 後 の 御 健 康 を 心 か ら お 祈 り す る 次 第 で す ．
ま た ， 本 号 は 文 学 関 係 の 論 文 な ら び に 識 訳 五 篇 ， 語 学 論 文 三 篇 と 故 高 尾 國 男 教 授 の
御 遺 稿 に よ っ て 誌 面 を 整 え る こ と が 出 来 ま し た が ， 編 集 担 当 者 と し て 御 投 稿 下 さ っ た
方 々 に 感 謝 い た し ま す ．
さ て ， 本 誌 は 従 来 関 西 大 学 独 逸 文 学 会 の 会 費 と ， 関 大 教 養 ド イ ツ 語 の 統 一 教 科 書 の
印 税 の 一 部 を 出 版 費 に 充 当 し て 発 行 さ れ て き ま し た が ， 四 十 八 年 度 か ら 統 一 教 科 書 の
部 分 的 な 自 由 化 に よ る た め の 印 税 か ら の 収 入 減 ， さ ら に 印 刷 費 の 値 上 り ， ま た 十 六
号 ， 十 八 号 と 相 つ ぐ 記 念 号 の 発 行 に よ る 繰 越 資 金 の 枯 渇 な ど の 一 連 の 経 済 的 理 由 か
ら ， 今 後 は 従 来 の よ う な 年 一 度 の 発 行 は 困 難 か と 思 わ れ ま す ． 今 後 の 方 針 は 四 十 八 年
度 の 総 会 の 議 を 経 て 決 定 さ れ る と し て ， 例 え ば 隔 年 刊 行 も 一 案 か と 考 え ら れ ま す ． そ
の 結 果 ， 内 容 も よ り 一 層 充 実 し た も の に な れ ば 本 誌 の 将 来 の た め に 寧 ろ 喜 ぶ べ き こ と
と 云 え ま し ょ う ．
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